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[2] (a) 直線 y = x, y = 2x, x = 1 で囲まれる三角形の上での積分だから、積分の順序を
交換すると ∫ 1
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(b) 直線 y = 0, y = 1 − xと円弧 {x2 + y2 = 1, x ≤ 0, y ≥ 0} で囲まれる領域の上での
積分だから、積分の順序を交換すると
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[3] a ∈ Rに対して aD ≡ {(ax, ay) ∈ R2 : (x, y) ∈ D}と定める。
V = {(x, y) ∈ (1− z/h)D, 0 ≤ z ≤ h}と書けるから、求める体積は

∫ ∫ ∫
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.

・[1]では今の場合、自由に積分の順序交換ができるケースになっているので、それぞれ
求めやすい順番で計算しています。

・[3]では V が体積確定である事を前提に第一の等式でFubiniの定理を用いましたが、こ
こをもう少し詳しく見てみます。まず第１段として、Dが長方形の場合に題意の四角錐
V の体積が |D|h/3となる事に注意します。次に第２段として一般の面積確定なDについ
て考えると、|∂D| = 0ゆえ、任意の ε > 0に対して、R2上の有限個の長方形 {Li}n

i=1 で、
∂D ⊂ ∪n

i=1Liかつ
∑n

i=1 |Li| < εをみたすようなものが存在します。このとき各 iに対し
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て {(x, y) ∈ Li, z = 0}を底面、(0, 0, h)を頂点とする四角錐をRiとおくと、各Riの体積
の総和は高々εh/3で、∂V ⊂ (∪n

i=1Ri) ∪ {(x, y) ∈ D : z = 0}にも注意すれば ∂V の体積
は 0となり、V は体積確定です。

また、|aD| = a2|D|となる事を証明なしで用いていますが、これは定義 (長方形で近似
する)に戻って確かめられます。

(解答例作成：三角)
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